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◆ニックネーム・グループ名（人数）

編み物作品 ( 1 人）

タイトル 世界の子供たちに編み物作品を贈ろう

活動の動機

取組・活動 実施日

ゴール

1 10

解決したい地域の課題

目指す将来の姿

活動の内容

豊橋市高校生SDGsチャレンジ活動

何をやろうか迷っていたら、友達が一緒に編み物して寄付しようと誘っ
てくれたのでこの活動をすることにしました。

令和3年7月20日から令和3年8月23日

　朝から晩まで働いている子供たちに、自分たちで稼いだお金をご飯や自分自身のためにつかってほ
しいので
冬に使うであろう防寒具を編んで寒い冬を乗り越えて欲しいと思いました、

　この活動を実践することで1番の(貧困をなくそう)と10番の(人や国の不平等をなくそう)を少しで
も解決できるのではないかなと思いました。防寒具を買うお金を他の何かにあてて使って欲しいし、
少しでも多くの子供たちに私が作ったマフラーで寒い冬を乗り越えて欲しいと思いました。

　毛糸屋さんへ毛糸などを買いに行きました。編み物が初めてだったので編み方の練習から始めてそ
の後マフラーを編みました。慣れるまで手こずっていたけど慣れてからは自分一人で編むことが出来
ました。5.6段ごとに色を変えて編みました。2本取りで編んだので空気の層ができてよりあたたか
くなるようにしました。送る時も廃棄量を増やさないためにも、友達と一緒に送り、梱包するものも
最小限にしました。
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◆ニックネーム・グループ名（人数）

お慈悲をください ( 4 人）

タイトル 豊橋イクメン増量計画

活動の動機

取組・活動 実施日

ゴール

5 17 10

解決したい地域の課題

目指す将来の姿

活動の内容

豊橋市高校生SDGsチャレンジ活動

豊橋の未来を創る人が育つまちにするために、安心して子育てできるこ
とが大切だと考える。将来、子育てをする時に、パートナーとの子育て
を平等にすることが大切だと思い、豊橋の育休について調べることにし
た。

令和3年7月14日～10月28日

　豊橋市の男性の育児休業取得率はずっと低い状態が続いており、平成28年度にはついに０％にな
ってしまった。対照的に、女性の取得率は100％を保っている。育児休業取得率の男女比の偏りの改
善が課題である。

　現在日本では性的役割分業の改善や男女共同参画社会への推進がなされている。しかしながらいま
だに性別による負担の差があるため、女性が産後の疲労や育児疲れ、家事をしてくれない夫へのスト
レスを感じるなど課題は多く残っている。そのため、地域全体がこれらの課題を乗り越えたまちづく
りを目指ざしている。

　育休は取るべきか否かとその理由と、親族の育休状況について学年全体にアンケートをとった。ま
ず育休を取るべきか否かについては、過半数の人が男女どちらもとるべきと解答している。理由は多
くの人が男女平等と答えていた。しかし、親族の育休所得状況は取得していない人が44%もおり、
所得した人もほとんどが女性だった。ここから意識と所得状況のギャップを感じた。
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◆ニックネーム・グループ名（人数）

チーム校則 ( 5 人）

タイトル 校則から見た学校の過ごしやすさについて

活動の動機

取組・活動 実施日

ゴール

4 10 16

解決したい地域の課題

目指す将来の姿

活動の内容

豊橋市高校生SDGsチャレンジ活動

ニュースなとで、「ブラック校則」が取り上げられているのを見て、自
分たちの学校ではどのような意見があるのかを調べ、より学びやすい環
境に近づけたいと思った。

令和3年7月20日から10月6日

　将来社会で生きる上でも必要な最低限のルールを、ことを踏まえた上で、生徒が疑問に思う細かな
校則が存在していること。どんな理由で存在するのか分からないような校則があることの改善をめざ
す。

　適切な校則を作ることで、誰もが居心地よく、学校教育を、受けられる環境を目指す。高校生とい
う血気盛んな時期に、学校を校則を守りつつも、自由が尊重され、また心や体の成長を促すような場
所に、していきたい。今後自立していく我々にとって、社会のルールに、適応できる能力を学校生活
を通して身につけていく。

　「classi」というアプリを利用し、アンケートを実施。対象は本校の2年生320人で、「本校の校
則・ルールで疑問に思うもの、変えて欲しいものを教えてください。」と呼びかけた。また、本校と
周辺の学校との校則の違いを把握するために、班員それぞれが知人等を通じて調査した。収集した情
報を基に生徒の意見また、社会の一員としての意見を考慮した上で、本校の校則を今一度見直し、改
正案を作成した。

309



◆ニックネーム・グループ名（人数）

広島東洋チョコレート ( 5 人）

タイトル スマイルカカオプロジェクト

活動の動機

取組・活動 実施日

ゴール

2 9 10

解決したい地域の課題

目指す将来の姿

活動の内容

豊橋市高校生SDGsチャレンジ活動

私たちは学校の総合の時間にSDGsについて考える機会があり、目指すべ
きまちづくりの基本計画や地域の課題をインターネットで調べていくう
ちに、豊橋の産業に疑問を抱き、産業をテーマに活動することにした。

令和3年6月2日~10月6日

　豊橋市がおみやげが少ないことが問題となっている。その中で僕たちは、豊橋で有名なブラックサ
ンダーについて調べた。これはアフリカの人々を援助する事業に関わっているので、僕たちもこの事
業を推奨したい。

　豊橋のおみやげが少ない現状から、豊橋が発祥の地であるブラックサンダーの知名度を上げ、全国
から人が買いに集まるような町を目指す。そこからさらに、ブラックサンダーの事業が取り組んでい
る、スマイルカカオプロジェクトを宣伝し、たくさんの人に知ってもらうことで、SDGsの活動につ
いて貢献する。

　私たちはSDGsの活動で、豊橋市の産業について調べた。産業についてインターネットで調べてい
ると、日本に輸入されているカカオ豆の約7割がガーナであることを知り、そこでブラックサンダー
を使って、スマイルカカオプロジェクトという企画が、行われていることにたどり着いた。校内でア
ンケートを行ったところ、この企画を認知している人は、約3%ほどであり、多くの人に知ってもら
おうと活動した。
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◆ニックネーム・グループ名（人数）

ちーむじゃぱん ( 5 人）

タイトル 愛知県国語テスト最下位脱出計画

活動の動機

取組・活動 実施日

ゴール

4 8 10

解決したい地域の課題

目指す将来の姿

活動の内容

豊橋市高校生SDGsチャレンジ活動

日本の教育は整っているはずが、日本の国語力が低く、さらに愛知県の
国語のテストの平均は全国最下位であることを知ったため。この原因を
読書時間の減少と考え、読書の大切さを知り、広めたいと思ったため。

令和3年7月19日から令和3年8月19日

　愛知県の国語の成績が全国最下位であること、本があまり読まれなくなっているのが課題です。う
まくコミュニケーションをとるためにも、本の楽しさや必要性を感じて、本を読む人を増やしていき
たいです。

　愛知県を全国学力テストで1位にし、愛知県の子ども達がよく本を読む習慣をつけたいです。そし
て、多くの子ども達に本を好きになってもらいたいです。たくさんの人に、より本を手に取ってもら
える環境が整えられるといいと思います。国語の点数を上げるのもそうですが、読書でつけた力を世
で発揮できるようにしたいです。

　夏休みの期間、速読力+読解力を上げるため、目標を決めて読書をしました。また、ポスターをか
いて読書の楽しさや良さ、愛知県の現状を伝えました。期間の始めと最後に「読書速度ハカルくんを
使って、1分間に読めた文字数を計測しました。その結果、1ヶ月の取り組みで班員全員が記録を伸
ばすことができました。この結果から毎日読書をすることで文字を読むスピード、読解力が上がり、
国語の結果につながることが分かりました。

322


